
一
頁

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
関
税
定
率
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
二
九
○
六
・
一
九
号
中

二

そ
の
他
の
も
の

四
・

「

二

一
・
四
―
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
ジ
メ
タ
ノ
ー
ル

無
税

六
％

を

に
改
め
る
。

」

三

そ
の
他
の
も
の

四
・
六
％

」

「

別
表
第
二
九
三
三
・
三
九
号
中

二

そ
の
他
の
も
の

四
・

「

二

一
・
一
・
三
・
五
―
テ
ト
ラ
メ
チ
ル
ピ
ぺ
リ
ジ
ン
―
一
―
イ
ウ

六
％

を

ム
＝
ヒ
ド
ロ
キ
シ
ド

無
税

に
改
め
る
。

」

三

そ
の
他
の
も
の

四
・
六
％

」

別
表
第
三
六
○
三
・
○
○
号
中
「
電
気
に
よ
り
点
火
し
、
外
部
の
ガ
ス
発
生
剤
に
着
火
す
る
構
造
の
点
火
具
の
う
ち
、
電

極
を
含
め
た
長
さ
が
一
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
で
、
点
火
部
の
直
径
が
○
・
七

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
一
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
も
の
（
点
火
部
が
複
数
あ
る
も
の
を
含
む
」
を
「
イ
グ
ナ
イ
タ
ー



二
頁

（
政
令
で
定
め
る
自
動
車
の
部
分
品
の
製
造
に
使
用
す
る
も
の
に
限
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
八
・
一
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
八
・
一
七

三
八
一
七
・
○
○

混
合
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン
及
び
混
合
ア
ル
キ
ル
ナ
フ
タ
レ
ン
（
第
二
七
・
○

七
項
又
は
第
二
九
・
○
二
項
の
も
の
を
除
く
。
）

一

混
合
ア
ル
キ
ル
ベ
ン
ゼ
ン

無
税

二

混
合
ア
ル
キ
ル
ナ
フ
タ
レ
ン

三
・
九
％

「

別
表
第
五
八
○
四
・
二
一
号
中

二

そ
の
他
の
も
の

一
一
・

「

二

そ
の
他
の
も
の

㈠

合
成
繊
維
製
の
も
の

二
％

を

Ａ

リ
バ
ー
レ
ー
ス

無
税

に
改
め
る
。

」

Ｂ

そ
の
他
の
も
の

一
一
・
二
％

㈡

そ
の
他
の
も
の

一
一
・
二
％

」



三
頁

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
の
九
第
二
項
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
「
含
む
。
）
」
の
下
に
「
及
び
法
人
税
法

第
六
十
四
条
の
九
第
三
項
第
三
号
ロ
（
通
算
承
認
）
」
を
、
「
取
消
し
）
」
と
」
の
下
に
「
、
「
所
得
税
法
第
百
四
十
五
条

第
一
号
及
び
法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九
第
三
項
第
三
号
ロ
」
と
あ
る
の
は
「
同
号
」
と
」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
、
第
二
項
又
は
前
二
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次

に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
一
号
に
掲
げ
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
事
由
に
基
づ
い
て
す
る
関
税
に
つ
い
て
の
更
正

、
決
定
又
は
賦
課
決
定
は
、
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
の
特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局
等
に
対
し
同
号

の
要
請
に
係
る
書
面
が
発
せ
ら
れ
た
日
か
ら
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

税
関
職
員
が
、
貨
物
の
輸
入
者
に
第
六
十
八
条
（
輸
出
申
告
又
は
輸
入
申
告
に
際
し
て
の
提
出
書
類
）
に
規
定
す
る

書
類
（
そ
の
作
成
又
は
保
存
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
又
は
保
存
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記



四
頁

録
を
含
む
。
）
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
提
示
又
は
提
出
を
求
め
た
日
か
ら
六
十
日
を
超
え

な
い
範
囲
内
に
お
い
て
そ
の
準
備
に
通
常
要
す
る
日
数
を
勘
案
し
て
税
関
職
員
が
指
定
す
る
日
ま
で
に
そ
の
提
示
又
は

提
出
が
な
か
つ
た
こ
と
（
当
該
輸
入
者
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
が
な
い
場
合
を
除
く
。
）
。

二

税
関
職
員
が
関
税
暫
定
措
置
法
第
八
条
の
四
（
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）
又
は
経
済
連
携
協
定

（
同
法
第
七
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
（
輸
入
数
量
が
輸
入
基
準
数
量
を
超
え
た
場
合
の
特
別
緊
急
関
税
）
に
規
定
す

る
経
済
連
携
協
定
を
い
う
。
）
そ
の
他
の
国
際
約
束
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
経
済
連
携
協
定
等
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
基
づ
き
特
恵
受
益
国
等
（
同
法
第
八
条
の
二
第
一
項
（
特
恵
関
税
等
）
に
規
定
す
る
特
恵
受
益
国
等
を
い
う
。

以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
経
済
連
携
協
定
等
の
締
約
国
の
権
限
あ
る
当
局
（
特
恵
受
益
国
等
又
は
経

済
連
携
協
定
等
の
締
約
国
か
ら
輸
出
さ
れ
る
貨
物
が
特
恵
受
益
国
等
原
産
品
（
同
法
第
八
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る

特
恵
受
益
国
等
原
産
品
を
い
う
。
）
又
は
締
約
国
原
産
品
（
同
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
（
経
済
連
携
協
定
に
基
づ
く

締
約
国
原
産
品
で
あ
る
こ
と
の
確
認
）
に
規
定
す
る
締
約
国
原
産
品
を
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
発

給
又
は
当
該
書
類
の
作
成
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
の
認
定
に
関
し
て
権
限
を
有
す
る
機
関
を
い
う
。
）
、
経
済
連
携

協
定
等
の
締
約
国
の
税
関
当
局
（
こ
の
法
律
、
関
税
定
率
法
そ
の
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
（
第
百
八
条
の
二
及
び
第



五
頁

百
八
条
の
三
に
お
い
て
「
関
税
法
令
」
と
い
う
。
）
に
相
当
す
る
締
約
国
の
法
令
を
執
行
す
る
当
局
を
い
う
。
）
又
は

輸
入
申
告
が
さ
れ
た
貨
物
の
輸
出
者
若
し
く
は
生
産
者
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当
局

等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
貨
物
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
要
請
を
し
た
場
合
（
当
該
要
請
が
前
各
項
の
規
定
に

よ
り
関
税
に
つ
い
て
の
更
正
、
決
定
又
は
賦
課
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
日
の
六
月
前
の
日
以
後
に

さ
れ
た
場
合
を
除
く
も
の
と
し
、
当
該
要
請
を
し
た
旨
の
前
号
の
輸
入
者
へ
の
通
知
が
当
該
要
請
を
し
た
日
か
ら
三
月

以
内
に
さ
れ
た
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
、
当
該
貨
物
の
関
税
額
の
確
定
に
関
し
、
特
恵
受
益
国
等
の
権
限
あ
る
当

局
等
か
ら
提
供
が
あ
つ
た
情
報
に
照
ら
し
非
違
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

第
十
四
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
と
な
る
日
前
三
月
以
内
に
さ
れ
た
期
限
後
特
例
申
告

書
の
提
出
又
は
第
十
二
条
の
三
第
一
項
第
二
号
（
無
申
告
加
算
税
）
の
修
正
申
告
に
伴
つ
て
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
無
申

告
加
算
税
（
同
条
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
す
る
賦
課
決
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
期
限
後
特
例
申
告
書
の
提
出
又
は
同
号
の
修
正
申
告
が
あ
つ
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
、
す
る
こ

と
が
で
き
る
。



六
頁

第
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
第
四
項
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
賦
課
決
定
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
賦
課
決
定
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
同
条
第
六
項
」
に
、
「
更
正
又
は
」
を

「
更
正
若
し
く
は
」
に
、
「
当
該
」
を
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
更
正
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
賦
課
決
定
、
同
条
第

五
項
に
規
定
す
る
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
四

条
第
五
項
」
を
「
第
十
四
条
第
七
項
」
に
、
「
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
又
は
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く

は
賦
課
決
定
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
賦
課
決
定
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又

は
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
更
正
若
し
く
は
」
に
、
「
当
該
更
正
」
を
「
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
更
正
、
同
条
第
三
項

に
規
定
す
る
賦
課
決
定
、
同
条
第
五
項
に
規
定
す
る
更
正
、
決
定
若
し
く
は
賦
課
決
定
又
は
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
更
正

」
に
改
め
る
。

第
六
十
七
条
の
八
第
二
項
中
「
か
ら
第
四
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
の
表
第
十
一
条
第
三
項
第
一
号

の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
三
項
第
一
号

所
得
税
法
第
百
四
十
五
条
第
一
号
（
青

関
税
法
第
六
十
七
条
の
十
一
第
一
号
（

色
申
告
の
承
認
申
請
の
却
下
）
（
同
法

承
認
の
取
消
し
）



七
頁

第
百
六
十
六
条
（
申
告
、
納
付
及
び
還

付
）
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
及
び
法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九

第
三
項
第
三
号
ロ
（
通
算
承
認
）

所
得
税
法
第
百
四
十
五
条
第
一
号
及
び

同
号

法
人
税
法
第
六
十
四
条
の
九
第
三
項
第

三
号
ロ

帳
簿
書
類
）

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

、
第
五
条
各
項

若
し
く
は
第
五
条
各
項

若
し
く
は
第
十
条
（
電
子
取
引
の
取
引

に
規
定
す
る
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ

情
報
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
保
存
）

ろ

第
百
五
条
の
二
中
「
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
同
条
の
表
第
七
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」

の
下
に
「
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
を
加
え
、
「
（
同
項
第
二
号
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
表



八
頁

第
七
十
四
条
の
十
一
第
六
項
の
項
中
「
第
七
十
四
条
の
十
一
第
六
項
」
を
「
第
七
十
四
条
の
十
一
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
百
八
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
法
律
、
関
税
定
率
法
そ
の
他
の
関
税
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い

て
「
関
税
法
令
」
と
い
う
。
）
」
を
「
関
税
法
令
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
中
「
特
例
基
準
割
合
」
を
「
延
滞
税
特
例
基
準
割
合
」
に
、
「
第
九
十
三
条
第
二
項
（
利
子
税
」
を
「
第
九

十
四
条
第
一
項
（
延
滞
税
」
に
、
「
附
則
第
五
項
」
を
「
附
則
第
六
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
四
項
中
「
で
あ
つ
て
特
例
基
準
割
合
適
用
年
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
四
条
第
一
項
（
延
滞
税
の
割
合
の
特
例

）
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
適
用
年
を
い
う
。
）
に
含
ま
れ
る
期
間
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
軽
減
対
象
期
間
」
と
い

う
。
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
軽
減
対
象
期
間
」
を
「
を
含
む
年
の
猶
予
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
四

条
第
二
項
に
規
定
す
る
猶
予
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
）
が
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
期
間
」

に
、
「
特
例
基
準
割
合
（
」
を
「
猶
予
特
例
基
準
割
合
（
」
に
、
「
第
九
十
三
条
第
二
項
（
利
子
税
」
を
「
第
九
十
四
条
第

二
項
（
延
滞
税
」
に
、
「
特
例
基
準
割
合
を
」
を
「
猶
予
特
例
基
準
割
合
を
」
に
改
め
る
。

附
則
第
五
項
中
「
特
例
基
準
割
合
が
」
を
「
還
付
加
算
金
特
例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
五
条
（
還
付
加
算

金
の
割
合
の
特
例
）
に
規
定
す
る
還
付
加
算
金
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
）
が
」
に
、
「
特
例
基
準
割
合
と
」
を
「
還
付
加



九
頁

算
金
特
例
基
準
割
合
と
」
に
改
め
る
。

附
則
第
六
項
中
「
そ
の
」
を
「
租
税
特
別
措
置
法
第
九
十
四
条
及
び
第
九
十
五
条
に
規
定
す
る
加
算
し
た
割
合
（
延
滞
税

特
例
基
準
割
合
を
除
く
。
）
が
年
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
る
と
き
は
年
○
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
、
そ
の
」
に
改
め

、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

と
ん
税
法
附
則
第
六
項
に
規
定
す
る
外
国
貿
易
船
の
船
長
は
、
当
分
の
間
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
外

国
貿
易
船
の
航
路
に
関
す
る
事
項
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
書
面
を
税
関
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

（
と
ん
税
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
項
及
び
第
七
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
（
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号

ニ
（
港
湾
運
営
会
社
の
指
定
）
に
規
定
す
る
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、

国
際
基
幹
航
路
（
同
号
ニ
に
規
定
す
る
国
際
基
幹
航
路
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
就
航
す
る
外
国
貿
易
船
が

国
際
戦
略
港
湾
（
同
法
第
二
条
第
二
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
港
湾
を
い
い
、
同
法
附
則
第
二
十
項
に
お
い
て



一
〇
頁

国
際
戦
略
港
湾
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
入
港
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
二

号
（
課
税
標
準
及
び
税
率
）
の
と
ん
税
の
税
率
は
、
当
該
外
国
貿
易
船
が
当
該
国
際
基
幹
航
路
に
就
航
し
て
い
る
期
間
に

限
り
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
純
ト
ン
数
一
ト
ン
ま
で
ご
と
に
二
十
四
円
と
す
る
。

７

国
土
交
通
大
臣
は
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
の
名
称
そ
の
他
前
項
に
規
定
す
る
税
率
の
適
用

に
関
し
て
必
要
な
情
報
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
八
項
及
び
第
九
項
を
削
る
。

（
特
別
と
ん
税
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

特
別
と
ん
税
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
（
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
四
十
三
条
の
十
二
第
一
項
第
二
号

ニ
（
港
湾
運
営
会
社
の
指
定
）
に
規
定
す
る
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
、

国
際
基
幹
航
路
（
同
号
ニ
に
規
定
す
る
国
際
基
幹
航
路
を
い
う
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
就
航
す
る
外
国
貿
易
船
が

国
際
戦
略
港
湾
（
同
法
第
二
条
第
二
項
（
定
義
）
に
規
定
す
る
国
際
戦
略
港
湾
を
い
い
、
同
法
附
則
第
二
十
項
に
お
い
て



一
一
頁

国
際
戦
略
港
湾
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
を
含
む
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
入
港
す
る
場
合
に
お
け
る
第
三
条
第
二

号
（
課
税
標
準
及
び
税
率
）
の
特
別
と
ん
税
の
税
率
は
、
当
該
外
国
貿
易
船
が
当
該
国
際
基
幹
航
路
に
就
航
し
て
い
る
期

間
に
限
り
、
同
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
純
ト
ン
数
一
ト
ン
ま
で
ご
と
に
三
十
円
と
す
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
財
務
大
臣
に
対
し
、
外
貿
コ
ン
テ
ナ
貨
物
定
期
船
の
名
称
そ
の
他
前
項
に
規
定
す
る
税
率
の
適
用

に
関
し
て
必
要
な
情
報
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

附
則
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

関
税
暫
定
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
三
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
」
を
「
令
和
二
年
度
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
平
成
三
十

一
年
度
」
を
「
令
和
二
年
度
」
に
、
「
第
七
条
の
六
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
七
条
の
六
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条

第
二
項
第
五
号
中
「
第
七
条
の
六
第
四
項
第
二
号
」
を
「
第
七
条
の
六
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
八
項
中
「
平
成



一
二
頁

三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
二
年
度
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
四
第
一
項
中
「
平
成
三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
二
年
度
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
の
五

削
除

第
七
条
の
六
の
見
出
し
を
「
（
豚
肉
等
に
係
る
特
別
緊
急
関
税
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

平
成
七
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
当
該
年
度
中
の
関
税
定
率
法
別
表
第
○
一
○
三
・
九
二
号

に
掲
げ
る
豚
（
生
き
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）
、
同
表
第
○
二
○
三
・
一
一
号
の
二
、
第
○
二
○
三
・
一
二
号
の
二
、
第

○
二
○
三
・
一
九
号
の
二
、
第
○
二
○
三
・
二
一
号
の
二
、
第
○
二
○
三
・
二
二
号
の
二
及
び
第
〇
二
○
三
・
二
九
号
の

二
に
掲
げ
る
豚
の
肉
、
同
表
第
〇
二
〇
六
・
三
〇
号
の
二
の
㈡
及
び
第
○
二
○
六
・
四
九
号
の
二
の
㈡
に
掲
げ
る
豚
の
く

ず
肉
、
同
表
第
○
二
一
○
・
一
一
号
、
第
○
二
一
○
・
一
二
号
、
第
○
二
一
○
・
一
九
号
及
び
第
○
二
一
○
・
九
九
号
の

一
に
掲
げ
る
豚
の
く
ず
肉
等
並
び
に
同
表
第
一
六
〇
二
・
四
一
号
の
一
、
第
一
六
○
二
・
四
二
号
の
一
及
び
第
一
六
○
二

・
四
九
号
の
二
の
㈠
に
掲
げ
る
ハ
ム
及
び
ベ
ー
コ
ン
等
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
別
表
第
一
の
三
の
二
及
び
第
一
の
八
に
お

い
て
「
豚
肉
等
」
と
い
う
。
）
の
輸
入
数
量
が
あ
ら
か
じ
め
財
務
大
臣
が
告
示
等
を
す
る
数
量
（
第
三
項
及
び
第
五
項
に
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お
い
て
「
輸
入
基
準
数
量
」
と
い
う
。
）
を
超
え
た
場
合
に
は
、
豚
肉
等
の
う
ち
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な
つ
た
月
の
翌
々

月
の
初
日
（
次
項
第
一
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
「
発
動
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
期
間
内
に
輸

入
さ
れ
る
も
の
に
課
す
る
関
税
の
率
は
、
第
二
条
又
は
第
八
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

別
表
第
一
の
八
に
定
め
る
税
率
と
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
二
年
度
に
お
い
て
は
、
当
該
年
度
中
の
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
か

ら
当
該
年
度
中
の
豚
肉
等
で
あ
つ
て
経
済
連
携
協
定
の
規
定
に
基
づ
き
関
税
の
譲
許
の
便
益
の
適
用
を
受
け
る
も
の
（
以

下
こ
の
項
及
び
第
七
条
の
九
に
お
い
て
「
譲
許
適
用
物
品
」
と
い
う
。
）
に
係
る
輸
入
数
量
と
豚
肉
等
で
あ
つ
て
当
該
経

済
連
携
協
定
の
我
が
国
以
外
の
締
約
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
（
譲
許
適
用
物
品
を
除
く
。
）
に
係
る
輸
入
数
量
（
政
令

で
定
め
る
日
前
の
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
と
の
合
計
数
量
を
控
除
し
た
輸
入
数
量
（
第
五
項
に
お
い
て
「
協
定
対

象
外
輸
入
数
量
」
と
い
う
。
）
が
あ
ら
か
じ
め
財
務
大
臣
が
告
示
等
を
す
る
数
量
（
第
三
項
に
お
い
て
「
協
定
対
象
外
輸

入
基
準
数
量
」
と
い
う
。
）
を
超
え
た
場
合
に
限
る
。

第
七
条
の
六
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
生
き

て
い
る
豚
及
び
」
、
「
第
二
項
に
係
る
」
及
び
「
又
は
重
複
期
間
の
開
始
の
日
（
第
一
項
第
一
号
又
は
第
二
号
に
規
定
す
る

場
合
に
該
当
し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
の
重
複
期
間
の
開
始
の



一
四
頁

日
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
生
き
て
い
る
豚
及
び
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
五
項

中
「
第
二
項
に
係
る
」
を
削
り
、
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
項
」
に
、
「
第
七
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
七
条
の
六
第
一
項

」
に
、
「
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
の
」
を
「
豚
肉
等
の
」
に
改
め
、
「
で
あ
る
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
」
を
削
り

、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

財
務
大
臣
は
、
平
成
七
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
い
て
、
当
該
年
度
の
初
日
か
ら
毎
月
末
ま
で
の
豚

肉
等
の
輸
入
数
量
（
令
和
二
年
度
に
お
い
て
は
、
当
該
輸
入
数
量
及
び
協
定
対
象
外
輸
入
数
量
）
に
つ
い
て
翌
月
末
日
ま

で
に
、
当
該
年
度
中
の
豚
肉
等
の
輸
入
数
量
が
当
該
年
度
の
輸
入
基
準
数
量
を
超
え
た
場
合
（
令
和
二
年
度
に
お
い
て
は

、
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
は
、
発
動
日
に
つ
い
て
そ
の
超
え
る
こ
と
と
な

つ
た
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
、
そ
れ
ぞ
れ
告
示
等
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
の
六
第
七
項
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
二
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。



一
五
頁

第
八
条
の
五
第
一
項
中
「
第
七
条
の
六
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
第
七
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
一
八
○
六
・
一
○
号
中
「
二
八
・
五
％
」
を
「
二
五
・
八
％
」
に
改
め
、
同
表
第
一
八
○
六
・
二
○
号
中
「

二
七
％
」
を
「
二
五
％
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
一
九
○
一
・
九
○
号
中
「
二
八
・
八
％
」
を
「
二
六
・
六
％
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
一
○
一
・
一
一
号
中
「
二
一
・
七
％
」
を
「
一
六
・
九
％
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
第
二
一
○
六
・
一
○
号
中
「
一
九
・
一
％
」
を
「
一
五
・
三
％
」
に
改
め
、
同
表
第
二
一
○
六
・
九
○
号
中
「

二
八
・
八
％
」
を
「
二
六
・
六
％
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
三
中
「
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
三
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
三
の
二

豚
肉
等
に
係
る
基
準
輸
入
価
格
表
（
第
七
条
の
六
関
係
）

基

準

輸

入

価

格



一
六
頁

平
成
七
年
四

平
成
八
年
四

平
成
九
年
四

平
成
一
○
年

平
成
一
一
年

平
成
一
二
年

月
一
日
か
ら

月
一
日
か
ら

月
一
日
か
ら

四
月
一
日
か

四
月
一
日
か

四
月
一
日
か

平
成
八
年
三

平
成
九
年
三

平
成
一
○
年

ら
平
成
一
一

ら
平
成
一
二

ら
令
和
三
年

項

名

号

名

月
三
一
日
ま

月
三
一
日
ま

三
月
三
一
日

年
三
月
三
一

年
三
月
三
一

三
月
三
一
日

で
に
輸
入
さ

で
に
輸
入
さ

ま
で
に
輸
入

日
ま
で
に
輸

日
ま
で
に
輸

ま
で
に
輸
入

れ
る
も
の

れ
る
も
の

さ
れ
る
も
の

入
さ
れ
る
も

入
さ
れ
る
も

さ
れ
る
も
の

の

の

一

一

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

二
四
、
八
四

二
四
、
三
○

二
三
、
七
六

二
三
、
二
○

二
二
、
六
六

二
二
、
一
三

○
円
五
四
銭

一
円
八
銭

三
円
二
四
銭

四
円
三
四
銭

八
円
六
六
銭

四
円
六
○
銭

二

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

一
頭
に
つ
き

二
五
、
五
八

二
五
、
○
一

二
四
、
四
三

二
三
、
八
四

二
三
、
二
七

二
二
、
七
○

七
円
一
一
銭

一
円
二
五
銭

七
円
二
二
銭

三
円

二
円
八
八
銭

五
円
八
一
銭



一
七
頁

二

一

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

六
○
円
一
銭

五
○
円
二
銭

四
○
円
六
銭

二
九
円
七
一

一
九
円
七
九

○
九
円
九
〇

銭

銭

銭

二

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

六
七
円
二
銭

五
六
円
八
九

四
六
円
七
九

三
五
円
八
八

二
五
円
八
二

一
五
円
四
○

銭

銭

銭

銭

銭

三

一

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
六

ム
に
つ
き
六

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

一
三
円
三
四

○
○
円
三
銭

八
六
円
七
六

七
二
円
九
五

五
九
円
七
三

四
六
円
五
三

銭

銭

銭

銭

銭

二

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ



一
八
頁

ム
に
つ
き
六

ム
に
つ
き
六

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

ム
に
つ
き
五

二
二
円
六
九

○
九
円
一
九

九
五
円
七
三

八
一
円
一
八

六
七
円
七
七

五
三
円
八
七

銭

銭

銭

銭

銭

銭

四

一

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

六
○
円
一
銭

五
○
円
二
銭

四
○
円
六
銭

二
九
円
七
一

一
九
円
七
九

○
九
円
九
○

銭

銭

銭

二

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

一
キ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

ム
に
つ
き
四

八
一
円
七
六

七
○
円
七
四

五
九
円
七
四

四
八
円
三
九

三
七
円
四
八

二
六
円
六
五

銭

銭

銭

銭

銭

銭

別
表
第
一
の
六
中
「
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
八
中
「
生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等
に
係
る
関
税
の
緊
急
措
置
」
を
「
豚
肉
等
に
係
る
特
別
緊
急
関
税
」
に



一
九
頁

、
「
平
成
三
二
年
三
月
三
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
一
日
」
に
改
め
、
同
表
第
○
一
○
三
・
九
二
号
中
「
同
表
第
一
項

第
三
号
」
を
「
同
表
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
八
第
○
二
○
三
・
一
一
号
中
「
同
表
第
二
項
第
三
号
」
を
「
同
表
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
表
第
○
二

○
三
・
一
二
号
中
「
同
表
第
三
項
第
三
号
」
を
「
同
表
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
の
八
第
○
二
一
○
・
一
一
号
中
「
同
表
第
四
項
第
三
号
」
を
「
同
表
第
四
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め

る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
二
条
中
関
税
法
附
則
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定

令
和
二
年
十
月
一
日

二

第
二
条
中
関
税
法
附
則
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
改
正
規
定

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年

法
律
第

号
）
附
則
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
日

三

第
二
条
中
関
税
法
第
七
条
の
九
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
六
十
七
条
の
八
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
第
百
五
条
の
二
の



二
〇
頁

改
正
規
定
（
同
条
の
表
第
七
十
四
条
の
十
一
第
一
項
の
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
五
号
に
定
め
る
日

（
関
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
関
税
法
（
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
新
関
税
法
」
と
い
う
。
）
第
十
四
条
第

三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
次
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
同
条
第
七
項
に

規
定
す
る
法
定
納
期
限
等
が
到
来
す
る
関
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

新
関
税
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
（
同
条
第
一
項
の
規
定
を
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収

等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
輸
徴
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
は
、
施
行
日
以
後
に
新
関
税
法
第
十
四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
法
定
納
期
限
等
が
到
来
す
る

関
税
及
び
内
国
消
費
税
（
輸
徴
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
内
国
消
費
税
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
関
税
法
第
十
四
条
第
五
項
に
規
定
す
る
法
定
納
期
限
等
が

到
来
す
る
関
税
及
び
内
国
消
費
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
関
税
法
附
則
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
延
滞
税
及
び
還
付



二
一
頁

加
算
金
の
う
ち
前
条
第
二
号
に
定
め
る
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
延
滞
税
及
び
還
付
加
算

金
の
う
ち
同
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
及
び
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定

の
締
結
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
の
締
結
及
び
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な

協
定
の
締
結
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
の
二
中
関
税
暫
定
措
置
法
第
七
条
の
五
の
改
正
規
定
を
削
る
。


